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＜要   約＞ 
 本研究では，「惨事ストレス」が訳出された以降の新聞記事を対象として，惨事ストレス
の時系列的推移とその記事内容の特徴について検討する。本研究の目的は，災害救援者の惨
事ストレスに関する新聞記事を時系列的に分析することにより，惨事ストレスの社会的影響
およびその概念の定着を考察するものである。 
 その結果，累積記事数を見ると，2001年から2005年にかけて記事が毎年累積し，2006年
から2009年にかけて横ばいに推移し，2010年以降再び毎年累積していた。この特徴から，
対象期間をⅢ期に分け，惨事ストレスの新聞記事が時系列にどのような推移を示しているか
について考察していった。Ⅰ期にみられた凄惨な事件や災害，事故はいずれも初出であり，
その記事の中で災害救援者が取り上げられ，惨事ストレスについて述べられていた。また，
災害救援者のうち，消防以外にも海上保安庁が惨事ストレス対策を始める記事も出現し，惨
事ストレスの取り上げられる範囲が広まっていることが伺えた。Ⅱ期は，記事件数が少なく，
社会的インパクトのある災害や事件，事故が目立たなかったとも解釈することができよう。
Ⅲ期においては，防災ヘリ墜落事故や，東日本大震災の発生後からみられる惨事ストレスや，
その後の災害救援者対象の調査結果というニュース記事に混じって，来るべき大震災への備
えに関する新聞記事の中にも惨事ストレスのキーワードを含むものがいくつかみられた。 
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１．惨事ストレスとは 
 惨事ストレス（Critical Incident Stress：CISと略
記する場合もある)とは，通常の対処行動機制が
うまく働かないような問題や脅威（惨事）に直面
した人か，惨事の様子を見聞きした人に起こるス
トレス反応（Everly Jr., Flannery Jr., & Mitchell, 
2000）と定義される。凄惨な出来事，すなわち
惨事には，地震や津波，台風や洪水などの水害，
火山噴火などの自然災害や，交通事故，火災，テ
ロ，戦争などの人為災害だけではなく，殺人事件
のような暴力行為なども含まれる。このような惨
事に遭遇するのは，被災者や被害者だけではない。
彼らを救援する人々も同様に惨事に遭遇するので
ある。惨事ストレスとは，消防や自衛隊，海上保
安庁，看護や医療など，主に事故や災害場面にお
いて被害者や被災者を助ける立場にある人々に対
するストレスをいう。このCritical Incident Stress
という概念は，村井（1996）が消防職員を対象
として，その概念および実態について検討してい
るが，惨事ストレスと呼称している。1990年代
後半から少なくとも2000年代前半までは日本語
としての訳が定まっていたとはいえず，松井
（2005）によれば，Critical Incident Stressを「非常
事態ストレス」や「臨界事態ストレス」と訳され
た例もある。しかし，東京消防庁が2000年に国
内で初めて惨事ストレス対策を導入するにあたり
訳出した「惨事ストレス」という用語（東京消防
庁人事部健康管理室（編）,2000）が，専門用語とし
てだけでなく，新聞やテレビなどのメディアでも
一般的に用いられる用語として普及している。ゆ
えに，訳語として，惨事ストレスという専門用語
が定着しているとみなしてよいであろう。 
 
２．災害救援機関における惨事ストレスの
普及 
 このような災害救援者の惨事ストレスに対する
日本国内での取り組みの現状は，2004年時点ま
でのものが松井（2005b）に詳しく整理されてい
る。それによれば，災害救援機関のうち，消防で
は総務省消防庁が2001年に消防職員の惨事スト
レス対策に向けての研究会を発足させ，全国の消
防職員を対象とする惨事ストレスの実態調査を
行っている。その報告書を受けて，災害救援者を
対象とする惨事ストレス対策や啓発教育が行われ
るようになり，消防では総務省消防庁消防大学校
や都道府県や政令指定都市の消防学校での専科教
育の一科目として，消防職員に対する惨事ストレ
スの理解と普及の一助となっている。堀（2010）
は2010年  3  月に消防大学校新任教官科の受講学
生82名を対象に，消防学校での惨事ストレスの
実施状況について，①惨事ストレス講義実施の有
無，②開始年度，③講義の実施対象，④講義時間
数，⑤講義担当者とその属性，⑥具体的な講義内
容，⑦関連する講義科目名，⑧惨事ストレス教育
の必要性とその理由について質問紙調査を行って
いる。その結果，7 割近くの消防学校で惨事スト
レス対策に関する講義が実施されており，そのう
ち半数以上は2006年以降に開始されていた。こ
のことから，災害救援者への啓発教育は年々浸透
しているといえる。しかし，災害救援者は隠れた
被災者とも言われ，災害場面においてストレスフ
ルであるにも関わらず，その存在が被災者や被害
者が受ける心理学的な問題として広く普及してい
るとは言えない。実際，堀（2010）では，惨事
ストレスの講師は外部講師を招へいすることが多
く，全国的に見れば，担当できる専門家が十分で
はない地域があることが伺え，惨事ストレス対策
の先鞭を切った消防組織であっても，まだまだ普
及しているとは言えない。消防とほぼ時期を同じ
くして，海上保安庁でも2001年に起きた北朝鮮
工作船事件を受けて惨事ストレス対策を取るよう
になり，その他陸上自衛隊や警察でも災害救援者
としての惨事ストレスに対する取り組みが始まっ
ている。 
 
３．一般市民への惨事ストレスの普及 
 このように災害救援組織や災害救援者に対する
惨事ストレスに対する取り組みは，この10年で
広がりを見せているが，われわれ一般市民にはど
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こまで理解されているだろうか。それを知る手が
かりのひとつとして，テレビや新聞，インター
ネットも含めてメディアが取り上げる記事に着目
した。その理由として，メディアが取り上げる記
事は，視聴者あるいは読者，閲覧者の興味や関心
を少なからず反映しており，メディアから意図的
に発信するだけでなく，一般市民からのニーズを
受けて記事として配信されるともいえよう。それ
ゆえ，一般市民への社会的影響を理解するための
一指標となるとの考えからである。本研究では，
そのような考えから，惨事ストレスがメディアを
通して，この10年ほどの間にどのような推移を
示しているのか明らかにしていきたい。また，本
研究ではさまざまなメディアのうち，データベー
スが構築されており収集が比較的容易な新聞記事
を対象として，惨事ストレスの時間的推移を明ら
かにする。 
 新聞記事を対象にして惨事ストレスを研究は見
当たらない。そこで，災害関連の新聞記事分析を
行っている研究をいくつか概観すると，木村・小
針（2010）は，心理主義化現象の事例として
PTSDを取り上げて，新聞記事でPTSDがいかに語
られているかについて記事件数の時系列推移や記
事内容の領域別件数，そして記事内容からPTSD
対象者の拡大について考察している。荏本・望月
（1996）は，1995年に発生した阪神・淡路大震災
に関する新聞記事を  1  年間にわたって収集し，
7,345件の新聞記事を17の細目に分類し，時系列
分析を行っている。その結果，甚大な被害だけで
なく，行政の対応の遅れや被災者からの要望が行
政の施策に十分反映されていないことを明らかに
している。このように個々の新聞記事内容だけで
なく，それらの時間的推移を分析することによっ
て，マクロな視点から惨事ストレスを概観するこ
とは，現象を理解していく上で意義のあることと
言える。 
 そこで本研究では，「惨事ストレス」が訳出さ
れた以降の新聞記事を対象として，惨事ストレス
の時系列的推移とその記事内容の特徴について検
討する。本研究の目的は，災害救援者の惨事スト
レスに関する新聞記事を時系列的に分析すること
により，惨事ストレスの社会的影響およびその概
念の定着を考察するものである。 
 
４．方法 
（１）調査対象データベース 
 全国紙の新聞データベースである「聞蔵Ⅱビ
ジュアル・フォーライブラリー」（朝日新聞），
「ヨミダス歴史館」（読売新聞），「毎日Newsパッ
ク」（毎日新聞）の朝夕刊を対象とした。これら
の新聞データベースは紙面イメージ，テキストに
よって新聞記事が収録されている（ただし，一部
期間はいずれかのみ）。 
 
（２）対象期間 
 2000年以前の新聞記事には惨事ストレスを含
む時期がヒットしなかったため，2001年  1  月  1 
日から2013年  6  月30日までの新聞記事を対象と
した。 
 
（３）検索キーワード 
 見出しあるいは記事本文に「惨事ストレス」が
含まれる新聞記事を検索した。 
 
（４）分析対象 
 対象期間における新聞記事総数は，106件（朝
日新聞：42件，読売新聞：34件，毎日新聞：30
件）であった。そのうち見出しに「惨事ストレ
ス」の含まれた記事は31件であった。検索して
ヒットした記事はいわゆるニュース記事だけでは
なく，連載記事や投書，紙面インデックス（1面
に掲載された見出し一覧）が含まれているが，今
回はそれらも分析対象として含めた。 
  
５．結果と考察 
（１）記事件数 
 見出しおよび記事内容から，ほぼ同一の記事と
言えるものも含まれているが，本研究ではそれら
の重複を除外せず，ひとつのデータとして分析を
行った。3 紙間の新聞記事件数に大きな偏りがみ 
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られないことから，3 紙の新聞記事すべてを対象
として，以下の分析を行った。対象期間における
新聞記事総数は，106件（朝日新聞：42件，読売
新聞：34件，毎日新聞：30件），そのうち見出し
に「惨事ストレス」含まれた新聞記事が31件
（全体の29.2％）であった。表  1  は惨事ストレス
に関する新聞記事を時系列に古い順に示したもの
である。表には，新聞紙名，発行日，朝夕刊，面
名，掲載ページおよび文字数，見出しを示した。
朝夕刊の欄で冒頭に付いている地域名（東京，大
阪，西部）は，発行した本社を表している。また，
面名の欄にある算用数字は各面のうちの通し番号
（たとえば  1 社会は社会面の  1 ページ目）を意味
している。なおIDは，今回の記事検索で便宜上
個々の記事を区別するために付けたものである。
新聞記事の平均文字数1,013.4字（最少79文字，
最多5,056文字）であった。最少から250文字程度
の新聞記事には，用語解説に関するものが多く含
まれていた（  9 件中  6 件）。また，この用語解説
に関する記事は2007年に  1  件，2010年と2012年
にそれぞれ  2  件みられた。用語解説は，ニュー
ス記事に付随して掲載されるもので，新奇な時事
用語や専門用語などを解説するために出現するこ
とが多い。たとえば，2012年  5  月24日の読売新
聞東京版（夕刊）では，“被災地警官408人PTSD
か岩手・宮城・福島 「眠り浅い」「常に不安」”
という記事に続いて，惨事ストレスについて“災
害や事故の悲惨な現場に遭遇した際に受ける心的
ダメージで，心身に不調が生じる。医療関係者や
ボランティアにも多く，「職責を果たせていな
い」と悩むケースが目立つ。”という解説が加え
られている。このことから，ここ数年で惨事スト
レスに関する新聞記事を掲載する中で，読者の理
解を促すために用語解説が付随することがみられ
るようになったと解釈できる。この日は，他紙で
も同様にニュース記事と用語解説が合わせて掲載
されており，毎日新聞東京版夕刊でも，この日警
察庁から公表された惨事ストレス調査の結果を受
けて，“東日本大震災：被災 3 県警官のPTSD調査 
4 ％に発症リスク－ 1 万人余対象”という記事に
続けて，“ことば 惨事ストレス 大規模な災害
や事故現場で悲惨な光景を目撃したり，職責を果
たせなかったという思いから起こる心的ストレス
反応。救助活動などを担う警察官や消防隊員にも
起こる。不眠や放心状態，現場の光景が突然よみ
がえるフラッシュバックを引き起こし，症状が 1 
 
 
図１ 惨事ストレス関連記事の年間記事数と累積記事数 
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カ月以上続くと，心的外傷後ストレス障害
（PTSD）を発症するとされる。”という用語解説
が掲載されている。一方，3,000文字を超える分
量の多い新聞記事は，概して事故や災害発生から
一定期間を経た時点でのいわゆる連載などのまと
め記事であり，2005年  5  月25日の毎日新聞大阪
版朝刊での“「JR福知山線脱線：事故  1  カ月 寄
り添う「決意」／覆された「安心」（その1）”の
ような特集記事で，事故発生からちょうど  1  ヶ
月後に合わせて，紙面を割いて掲載されている。
2011年に発生した東日本大震災をはじめとする
自然災害や，2005年に起きたJR福知山線脱線事
故，2001年に発生した大阪での小学校乱入殺傷
事件など，多くの読者がインパクトを受けた社会
的影響の大きな災害や事故，事件について掲載さ
れている。最後に，朝夕刊の分類は朝刊が63件，
夕刊だ37件，不明が 6 件であった。 
 
（２）年間記事数の推移 
 図  1  は，惨事ストレスに関する新聞記事106件
を  1  年単位で集計したものである。ただし，
2013年は 6 月末までの 6 ヶ月分である。1 年ごと
の新聞記事件数を棒グラフ，そしてそれらを時系
列で累積した新聞記事件数を折れ線グラフで表示
した。新聞記事数の内訳は2001年が  4  件，2002
年が  3  件，2003年が  7  件，2004年が17件，2005
年が  8  件，2006年が  1  件，2007年が  2  件，2008
年が  4  件，2009年が  0  件，2010年が  9  件，2011
年が18件，2012年が26件，2013年が  7  件であっ
た。1 年単位の新聞記事数が最も多かった年が，
2012年の26件（全体の24.5％；以下同様），つい
で2011年の18件（17.0％），そして2004年の17件
（16.0％）であった。2011年および2012年は主に
東日本大震災に関する新聞記事の中で惨事ストレ
スについて取り上げられていた。一方，2004年
は長崎の小学校で起きた小6女児殺害事件が起き
た年であった。これらの災害や事件は，いずれも
社会的にインパクトのある出来事であり，また，
その中で被災者や被害者だけではなく，彼らを救
援する立場の人々について述べられていた。たと
えば，2004年  6  月  8  日の毎日新聞西部版夕刊で
は“長崎・佐世保の小  6  女児殺害 救急隊員，
惨事ストレス 同世代の子抱え衝撃”という見出
しで  1  面トップで掲載されていた。この記事で
は“事件現場に駆け付けた救急隊員が凄惨な現場
を目撃したことによる惨事ストレス”を受けて，
専門家によるケアを受けているという内容であっ
た。当時，この事件は校内で女子児童  2  人が口
論になり，その結果まれにみる凄惨な事件を引き
起こしたことで注目を集めており，その中でさら
に救援する立場の救急隊員の問題についても焦点
が当てられていた。1 年単位で新聞記事件数の推
移をみると，件数が突出している年は不幸にも社
会的に影響の大きい災害や事故，事件が起こって
おり，その文脈で災害や事故，事件のような凄惨
な場面に遭遇する災害救援者の存在がクローズ
アップされてきたことを示していると言える。 
 
（３）累積記事数の推移 
 つぎに累積記事数を見ると，2001年から2005
年にかけて記事が毎年累積し（39件；全体の
36.8％），2006年から2009年にかけて横ばいに推
移し（ 7 件；6.6％），2010年以降再び毎年累積し
ていた（60件；56.6％）。この特徴から，対象期
間をⅢ期に分け，新聞記事内容について，見出し
をあげて記事の概要を述べた上で，惨事ストレス
の新聞記事が時系列にどのような推移を示してい
るかについて考察していく。 
 Ⅰ期（2001年～2005年）では，2001年  6  月に
発生した“大阪・学校乱入殺傷事件 救急隊員に
「惨事ストレス」 カウンセリングを実施 ”（毎
日新聞2001年  6  月23日大阪版夕刊）が惨事スト
レスに関する初出の新聞記事であった。惨事スト
レスに関連する記事はこの  1  件のみであるが，
この事件自体は小学校の安全・安心に脅威をもた
らした凶悪事件として，記憶に新しい。その記事
の中で，“（救急隊員は）事件，事故現場に駆け付
けるプロだが，あまりに凄惨な現場だったため，
事件から10日以上過ぎても不調を訴える隊員も
多い”とし，現地の職員を対象にカウンセリング
を実施し，初の試みとして惨事ストレス対策を
行っている。つぎに，同年  8  月に44名が犠牲に
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なった新宿歌舞伎町での雑居ビル火災に関する新
聞記事が複数みられた。“消防隊員らが惨事スト
レス，解消プログラム実施 歌舞伎町火災で”
（朝日新聞2001年  9 月  3 日夕刊第  1 社会面）の中
で，東京消防庁で行われている惨事ストレス対策
のひとつ（グループミーティング）について触れ
られており，同庁内の惨事ストレス対策実施要項
（東京消防庁人事部健康管理室, 2000）に沿って，
グループミーティングが実施されている。続いて，
2003年には“鹿児島・奄美沖の北朝鮮工作船事
件受け，海保が職員にPTSD対策”（毎日新聞2003
年  5  月10日中部夕刊）に類する新聞記事が掲載
されている。消防に関する新聞記事が多い中，消
防以外の災害救援者である海上保安庁での惨事ス
トレス対策について触れている。同年  6  月には
神戸市内の住宅火災で救助作業中の消防職員  3 
名が殉職する痛ましい出来事が起こり，同僚を
失った神戸市消防局職員の惨事ストレスに対処す
るため，“総務省消防庁が「緊急時メンタルサ
ポートチーム」の派遣”することになった。同年 
4 月から総務省消防庁が創設した制度で，自治体
消防自体で対応できないほどの惨事に遭遇した場
合，該当消防本部からの要請を受けて2004年に
掲載された17件のうち，半数以上の  9  件は長崎
の小学校での同級生殺害事件に関する新聞記事で
あった。“救急隊員に「惨事ストレス」 佐世
保・小  6 事件”（朝日新聞2004年  6 月10日夕刊第 
1 社会面）でも，先述したように現地に出場した
救急隊員の様子が詳しく述べられている。消防職
員の惨事ストレスについては，これまでは凄惨な
大規模災害の現場に従事する機会のある消防隊員
や救助隊員にみられるものであったが，今回の事
例で一般救急による出場でも惨事ストレスが起こ
りうることを示す記事内容であり，日常的に出場
する機会の多い救急隊員の惨事ストレス対策に着
目する端緒となる新聞記事であると言える。翌年
の2005年は，4 月に起きたJR福知山線脱線事故が 
8  件のうち  7  件を占めており，“尼崎脱線事故 
救出活動の消防隊員490人「惨事ストレス」警
戒”（読売新聞2005年  5 月20日）のような見出し
で，悲惨な災害現場で活動した消防職員に対して，
惨事ストレスケアに向けての体制作りに着手して
いることや，惨事ストレス対策の実践についての
記事が紹介されている。たとえば，東京消防庁に
よる惨事ストレス対策にならい，ある消防本部で
“隊員らが現場から戻ってきた直後にグループ
ミーティングを開き，隊員らが活動について話し
合った。各隊員がつらい思いやストレスをため込
まず，仲間と共有して発散させる「デフュージン
グ」”を行っていることなどである。事故発生か
ら  1  ヶ月近く経過した中で，その他にも相談窓
口の設置や，外部機関による個別カウンセリング
の体制作りについて述べられている。デフュージ
ングとは，災害救援者が惨事に直接的あるいは間
接的に遭遇した直後に，5 名程度の小集団でその
経験について話し合う危機介入技法のひとつで，
東京消防庁や総務省消防庁などで実践されている。
実施の概要については，松井（2005a）に手続き
の詳細がまとめられているので，そちらを参照さ
れたい。以上，2001年から2005年末までをⅠ期
とした。これらの新聞記事内容をまとめると，い
ずれも何らかの形で初出の記事内容であった。す
なわち，凄惨な事件や災害，事故に関する記事の
ひとつであり，その記事の中で災害救援者に関し
て取り上げられており，惨事ストレスについて述
べられていた。また，災害救援者のうち，消防に
関するものが多くあげられていたが，海上保安庁
が惨事ストレス対策を始める記事も出現し，惨事
ストレスの取り上げられる範囲が広まっているこ
とが伺えた。 
 つぎに，Ⅱ期（2006年～2009年）では，凄惨
な災害や事故，事件に関するニュース記事は見当
たらず，Ⅱ期以前の事件・事故に関する続報が散
見されていた。2008年11月に先述した脱線事故
で，搬送先の看護師が“「惨事に直面して心的外
傷後ストレス障害（PTSD）になり，退職を余儀
なくされた」として，国に労災認定を求める訴訟
を週明けにも神戸地裁に起こす”という内容の新
聞記事であった（朝日新聞2008年11月14日朝刊
第  3  社会面）。また，単発の記事ではあるが，
2007年  5  月  1  日読売新聞東京版夕刊社会面では
1999年  9  月に東京・池袋で起きた通り魔殺人事
堀 洋元：惨事ストレスにおける新聞報道の時系列的分析 225
件で救援活動を行った元消防職員の今を取材する
過程で，惨事ストレスについても触れられている。
このⅡ期は，記事件数が極端に少ないが，幸いに
も凄惨で社会的インパクトのある災害や事件，事
故が目立たなかったとも解釈することができよう。 
 最後に，Ⅲ期（2010年～2013年）は，2010年
に起きた埼玉での防災ヘリ墜落事故（  5  件／  5 
件中），2011年以降は過半数が東日本大震災に関
連する新聞記事（29件／51件中）で占められて
いた。さらにその中で，記事見出しに「惨事スト
レス」が含まれていたものは  4  件だった。また，
“震災ストレス”や“震災後ストレス”と惨事ス
トレスと類似する用語も見出しに出現していた。
このことは，惨事ストレスという用語自体がまだ
十分に定着していないため，それに置き換えた用
語を補完的に示していることが伺えた。さらに，
見出しに多く出現していなかったことは，裏を返
せば，記事内容に惨事ストレスに関する記述が多
く含まれていることを示しており，いくつかの記
事には用語解説として，惨事ストレスについて補
足している新聞記事がみられた。防災ヘリ墜落事
故は全て地方版に掲載されていたので，あまり多
くの人々の記憶には残っていないかも知れないが，
同年  7  月25日午前に埼玉・秩父の山中で遭難者
の救出作業中に防災ヘリコプター「あらかわ 
1 」が墜落し，機長や副機長，県の防災航空隊員
ら乗員  5  名が犠牲になった極めて凄惨な事故で
あった。この事故は，ニュース記事以降も取り上
げられており，事故から半月が経過した  8  月上
旬に“同僚ら不調訴え 埼玉・ヘリ墜落”という
見出しの新聞記事の中で，“同僚の航空隊員やパ
イロットの多くが惨事ストレスと思われる症状を
訴えている”ことを記している（朝日新聞2010
年 8 月11日朝刊第 3 社会面）。さらに，約 4 ヶ月
が経過した11月上旬には，防災ヘリが活動を再
開するのに合わせ，“県防災ヘリ，きょう再開 
山岳救助，事故で休止続く ／埼玉県”という見
出しで，継続して同僚を失った隊員たちの惨事ス
トレスについて紹介していた（朝日新聞2010年
11月 9 日朝刊埼玉第 1 地方版）。 
 2011年以降は先述したとおり，東日本大震災
関連の新聞記事が多く占めていた。また，“防災
基本計画：大幅改定 「津波対策編」を新設－－
中央防災会議”（毎日新聞2011年12月27日東京版
夕刊政治面）や“（明日かもしれない 南海地震，
備えは：下）消防 自然の猛威，限界見た ／徳
島県”（2012年  1 月21日朝刊徳島全県第1地方面），
“惨事ストレス，軽減支援 消防隊員に専門家配
置 総務省”（朝日新聞2013年  1  月11日朝刊第  2 
社会面）のように，来るべき大震災への備えに関
する新聞記事もいくつかみられた。この震災で，
消防職員以外にも警察官を対象とした惨事ストレ
ス調査なども公表され，災害救援者の惨事ストレ
スがメディアを通じて普及するにつれて，災害救
援機関にも浸透し始めている兆しが見て取れる。
以上，Ⅲ期においては，防災ヘリ墜落事故につい
て同僚の殉職をもたらした凄惨な事故を継続的に
追跡した記事や，東日本大震災の発生後からみら
れる惨事ストレスや，その後の災害救援者対象の
調査結果というニュース記事に混じって，来るべ
き大震災への備えに関する新聞記事の中にも惨事
ストレスのキーワードを含むものがいくつかみら
れた。 
 
６．まとめ 
 本研究では，「惨事ストレス」が訳出された以
降の新聞記事106件を対象として，惨事ストレス
の時系列的推移とその記事内容の特徴について検
討した。本研究の目的は，災害救援者の惨事スト
レスに関する新聞記事を時系列的に分析すること
により，惨事ストレスの社会的影響およびその概
念の定着を考察するものであった。 
 累積記事数を見ると，2001年から2005年にか
けて記事が毎年累積し，2006年から2009年にか
けて横ばいに推移し，2010年以降再び毎年累積
していた。この特徴から，対象期間をⅢ期に分け，
新聞記事内容について，見出しをあげて記事の概
要を述べた上で，惨事ストレスの新聞記事が時系
列にどのような推移を示しているかについて考察
していった。 
 Ⅰ期の新聞記事内容をまとめると，いずれも何
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らかの形で初出の記事内容であった。すなわち，
凄惨な事件や災害，事故に関する記事のひとつで
あり，その記事の中で災害救援者に関して取り上
げられており，惨事ストレスについて述べられて
いた。また，災害救援者のうち，消防に関するも
のが多くあげられていたが，海上保安庁が惨事ス
トレス対策を始める記事も出現し，惨事ストレス
の取り上げられる範囲が広まっていることが伺え
た。 
 Ⅱ期は，記事件数が極端に少ないが，幸いにも
凄惨で社会的インパクトのある災害や事件，事故
が目立たなかったとも解釈することができよう。 
 Ⅲ期においては，防災ヘリ墜落事故について同
僚の殉職をもたらした凄惨な事故を継続的に追跡
した記事や，東日本大震災の発生後からみられる
惨事ストレスや，その後の災害救援者対象の調査
結果というニュース記事に混じって，来るべき大
震災への備えに関する新聞記事の中にも惨事スト
レスのキーワードを含むものがいくつかみられた。 
 本研究では，対象期間に得られた新聞記事を用
いて，災害救援者の惨事ストレスがどのように普
及しているのかについて明らかにすることを試み
た。ただし，惨事ストレスという専門用語が世に
生まれて以降の新聞記事をもとに分類したに過ぎ
ない。実際には，1995年の阪神・淡路大震災か
ら災害救援者の「ストレス」は存在しており（村
井，1996），「惨事ストレス」という用語が用い
られる以前の新聞記事にも現象が取り上げられて
いることは想像に難くない。今後は，惨事ストレ
ス記事に含まれる内容分析を行うことにより，さ
らにさかのぼって災害救援者のストレスが語られ
てきたのか検討する必要があるだろう。 
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